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１ 会議の名称等 

 
２ 会議の出席者 
 （１） 役員・委員 

会  長 副会長 副会長 
役  員 

西尾理弘 田中和彦 常松吉幸 

 

所 属 市長・町長 議 長 議 員 学識経験者 

出 雲 市  三上辰男 寺田昌弘 江田小鷹 萬代宣雄 西田郁郎 
平 田 市 長岡秀人  日野恵行 原田淸造 熊谷美和子 飯塚俊之 
斐 川 町 本田恭一 安食 勲 黒田 充 岡千代延 杉原章子 （欠席） 
佐 田 町 荒木 孝 深井徹郎 山本京太郎 渡部良治 飯塚 勉 三島多喜子 

多 伎 町 伊藤 裕 柳樂和利 坂根 守 石飛 正 石飛エミ子 石飛 﨣 

湖 陵 町 桑原壽之 立花・也 石飛三津男 柳樂和夫 三原伸治 中尾 陽 

大 社 町  （欠席） 濱崎 勇 室家隆一 木村槇江 岩石秀一 

共通委員 
 吉原弘次［島根県出雲総務事務所長］ 

田嶋義介［島根県立大学総合政策学部教授］ 

 ※欠席：原 俊雄委員（斐川町）、佐貫吉孝委員（大社町） 

 
 （２） 幹事会 
所 属 助  役 

出雲市 野津邦男（幹事長） 

平田市 加田幹男（副幹事長） 

斐川町 古川君和 

佐田町 田中雄治 

多伎町 石飛友治 

湖陵町 山根貞守 

大社町 藤原博志（副幹事長） 

   
（３） 各市町合併担当部課長 
所 属 氏  名 職  名 
出雲市 黒目俊策 出雲市総務部長 
〃 山田俊司 出雲市合併推進課長 
平田市 荒木 隆 平田市総務部長 
〃 松田隆昭 平田市総務課長 
〃 川瀬 新 平田市総務課合併推進室長 
斐川町 富岡俊夫 斐川町参事 
〃 高田茂明 斐川町ふるさとデザイン課合併推進室長 
佐田町 大谷昌武 佐田町合併対策室長 
多伎町 森脇悦朗 多伎町地域振興課長 
湖陵町 森山 均 湖陵町総務課長 

会議名 第１４回出雲地区合併協議会 

開催日時 平成１５年１２月２６日（金） １０時００分～１０時４１分 

開催場所 出雲交流会館 2F 多目的室 

出席状況 委員総数 ４１名 出席委員数 ３９名 会議の成否 成 

会議録署名委員 石飛 三津男委員（湖陵町） 室家 隆一委員（大社町） 
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所 属 氏  名 職  名 
大社町 影山雅夫 大社町広域振興課長 

 
（４） 事務局職員 
役  職 氏  名 所  属 備  考 

事務局長 妹尾克彦 出雲市 総括 
参  与 柴田政樹 島根県総務事務所 専門的助言・調整 
事務局次長 坂本純夫 平田市 総務班・計画班担当 
事務局次長 石田 武 大社町 調整１班・２班・３班担当 

班長 三浦俊明 多伎町 総務班 
班員 長廻修一 出雲市 

庶務・広報、会議運営 

班員 妹尾淳也 出雲市 計画班 
班員 松浦健一郎 大社町 

新市建設計画・財政計画関係 

班長 今岡範夫 湖陵町 
班員 林 辰昭 出雲市 

調整１班 

班員 金築教治 平田市 

総務・企画、財政、議会、消防関係 

班長 山本 積 佐田町 調整２班 
班員 原 康正 平田市 

住民・福祉、教育・文化関係 

調整３班 班長 糸賀敬吉 出雲市 産業、建設・上下水道関係 
 
 
３ 議題 
 
 １ 開会 
 ２ 会長あいさつ 
３ 出雲地区合併協議会委員の変更について 
４ 会議録署名委員の指名について 
 ５ 議事 
（１）報告事項 

報告第５７号 出雲地区合併協議会からの離脱の申し入れについて 
報告第５８号 出雲地区合併協議会の廃止について 

 ６ 閉 会 
 
 
４ 議事の要旨 
 
  別添資料及び次のとおり。 
 
 
 １ 開会 
 
［柴田参与］（司会・進行） 
ご案内の時間がまいりました。 
ただいまから第１４回出雲地区合併協議会を開会いたします。 
はじめに会長からご挨拶申し上げます。 

 
 
 ２ 会長あいさつ 
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［西尾会長］ 
おはようございます。 
この平成１５年、２００３年もいよいよ大詰めでございます。昨年末から開いて参りました合併協議会は、

この度、２市５町による新市建設計画あるいは協定項目が整ったところでの平田市・斐川町の住民投票を受け

ての、最終的な枠組みの確認の段階に入っているところでございます。この協議会は、こういう形では最後に

なろうかと思いますが、みなさま方の何分のご協力をよろしくお願い申し上げまして、私の開会のあいさつと

させていただきます。 
 
 
 ３ 出雲地区合併協議会委員の変更について 
 
［柴田参与］ 
ありがとうございました。 
続きまして次第の３、出雲地区合併協議会委員の変更についてでございます。大社町の方で委員の変更がご

ざいました。資料２ページに載せておりますので、ご覧いただきたいと思います。 
ここからの会議の進行は、西尾会長にお願いいたします。 
 

 

 ４ 会議録署名委員の指名について 
 
［西尾議長］ 
それでは、まず会議録署名委員のお願いでございます。 
指名の取り決めによりまして、本日は、湖陵町議会選出の石飛三津男委員と大社町の学識経験委員の室家隆

一委員にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 
それでは、ただ今から議事に入ります。 

 
 
 ５ 議事 

 
（１）報告事項 

報告第５７号 出雲地区合併協議会からの離脱の申し入れについて 
報告第５８号 出雲地区合併協議会の廃止について 
 

［西尾議長］ 
まず、報告第５７号 出雲地区合併協議会からの離脱の申し入れについて報告いたします。お手元の資料５

ページをご覧いただきたいと思います。 
平成１５年１２月１５日付けで、別紙のとおり出雲地区合併協議会からの離脱について、先日斐川町の本田

町長（委員）から会長である私の方に申し入れがあったわけでございます。これを報告いたします。中身につ

いては、７ページに添付しているとおりでありますので、ご覧いただきたいと思います。 

この報告があったことに伴いまして、せっかくこの合併協議会にお揃いでございますので、本田委員からご

あいさつをいただけますか。 
 
［本田委員］ 
斐川の委員を代表いたしまして、私の方から報告並びにお詫び、お願いをさせていただきたいと思いますの

でよろしくお願いいたします。 
思えば１年前に出雲地区の合併協議会に参加しまして、２市５町での新市を夢見ながら１年間回を重ねてき

たところでございます。昨年の斐川町議会でも申し上げましたが、斐川町においては色々な意見がございまし

た。なかなかスムーズには行かないな、と覚悟はしていたものの、新市の建設計画が決まってから住民説明会

を終え、その後、アンケート若しくは住民投票によって町民の意思を確認したうえで、再度町としての態度を
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決定するということを言って参りました。そして、今年になって新市建設計画が決まりまして、住民説明会を

行い、町としては住民投票によって町民の意思を確認することに決定したところでございます。 
その決定によりまして１２月７日に投票を行いましたところ、投票資格がございます方のうち、７１．４５％

のみなさま方に投票いただきました。その結果、「合併に反対」という意見が多数を占めたところから、町とい

たしましては、出雲地区合併協議会から離脱することを決めたところでございます。 
当初、それを踏まえて私どもは、慎重にもう一度協議したいと思っておりましたが、周辺市町のみなさまに

大変迷惑をかけてはいけないということから、１２月１２日に全員協議会を開きましてその旨を伝え、１５日

の議会開会の冒頭で正式にその表明をしたところでございます。それに基づきまして、今月の１５日、当協議

会の会長でございます西尾会長に文書でもって斐川町の事情を説明申し上げ、協議会からの離脱のお願いをし

たところでございます。この結果に基づきまして、町内の事情とは申せ、２市５町としてこれまで一緒にスク

ラムを組んでやってきた関係上、離脱するということは、周辺の市町のみなさま方に多大な迷惑をおかけする

結果となりました。この場をお借りしましてお詫びを申し上げるところでございます。 
さて、そうとは言え、町そのものが消えるわけではございません。これから自立の道を選んだわけでござい

ますので、周辺のみなさま方とはより一層信頼関係を築き、そして協力をしていかなければならないと考えて

おります。引き続いてみなさま方と共に、出雲圏域発展のためにご協力をさせていただく覚悟でございますし、

また、みなさま方のご協力を心からお願いするものでございます。 
２市４町という新しい枠組みでスタートされるやに聞いておりますが、新しい「出雲市」が、立派に、そし

て島根県の中でも輝くような市になるように、みなさま方のご健闘を心からお祈り申し上げ、報告とお願い、

お詫びに替えさせていただきます。長い間本当にありがとうございました。 
 
［西尾議長］ 
ありがとうございました。 
ただ今斐川町の方から、経緯を含めての報告をいただいたわけでございます。 
報告事項ではございますが、この際ご発言がございましたらお願いします。 

 
～意見なし～ 
 
それでは、報告第５８号に移らせていただきたいと思います。事務局から報告願います。 

 
［妹尾局長］ 
 ～報告第５８号について説明～ 
 
［西尾議長］ 
  ありがとうございました。 
この２市５町での合併協議会を終了するということについてご確認いただくと共に、これを正式に発効し、

確認するためには構成各市町の議会で廃止議案を提案していただき、議決していただくという手続きが必要で

ございます。聞くところによりますと、本日午後には関係市町議会で議決される予定であると聞いております

し、出雲市でも議会のみなさまとの協議の中で、２９日に議決される予定であると承っているところでござい

ます。これらをもって１２月３１日に廃止ということで、追って県の方へ報告するということになるわけでご

ざいます。電算統合につきましても斐川町が離脱されるということで、追って議会でも確認していただきたい

と思うわけでございます。 
私の立場から申し上げるのは以上でございますが、何かこの手続き等についてご質問等がございましたらお

願いします。 
 
～意見なし～ 
 
それでは無い様でございますので、報告第５８号は終えさせていただきます。 

 
［萬代委員］ 
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  その他でお願いします。 
  結果が出たうえで、今更斐川町の方にどうこう言いたくない思いもするわけでございますが、正式な会議も

済んだ後ですので、１つだけ町長さんなり議長さんに伺いたいと思います。 
  長年かけて議論して参ったわけでございます。その中で、少なからず町長さんなり議長さんとも長いつきあ

いをさせていただいておりまして、色々な意見はあっても、やはり２市５町は一緒にやらないといけないとい

う思いを、個人的な話も含めて言っていただいておりました。住民投票の結果、多少反対が多くてもそれは自

分たちの力で話し合いをして２市５町という方向でのまとめをやられるのだな、という思いで私は信じており

ました。 
  ところが、斐川町で単独シミュレーションをお作りになられましたが、私のみならず斐川町の良識ある多く

のみなさん方から、これは偏った発想があってのシミュレーションではないか、という話がありました。私も

そんな思いで単独シミュレーションを見たところでございます。そういう中で色々聞いてみますと、言ってお

られることとされたことが（違っており）、既に単独という思いがレールにあったのではないか、そんな良から

ぬ憶測をされる種がいくらか表に出てきているという感じで私も見ていますし、話も伺っているところでござ

います。そういうことは信じたくないわけでございますが、そういう誤解を招くような行動があったというこ

とであるとすれば、私は裏切られたという思いがしています。 
このようなことをみなさま方の前で言うつもりはありませんでしたが、ここに座っていて何かムカムカとし

た部分がございましたので。そういうことでなかったのであれば「そうではなかった」とはっきり言えること

ではないかもしれませんが、流れを見ていますと、そういうことを斐川町の方なりあるいは出雲市のみなさま

方から聞くにつけ、信じたくないわけではございますが、現実そういうことがあったと思われても仕方のない

ことがあったということは、私は、信頼関係に溝が出来たのではないかと思っているところでございます。私

の思いとしては、今回の問題が残念だったということと同時に、先ほど町長の方からは、そうは言っても斐川

町が消えるわけではないということでした。全くそのとおりでございます。仲良くやらなければいけないこと

は論を待たないわけではございますが、そういうやり方を今後されるようなことがあるとすれば、本当に感情

的な問題が更に深まるという感じがするようなわけでございまして、私の誤解なり斐川町の有識者のみなさま

方の誤解であれば幸いでございますが、かなりのみなさんがそういう思いでいるということだけは、一言申し

上げたくてマイクを取ったということでございます。 
大変失礼なことではございますが、私の思いの一部を申し上げて、本当に残念だったということを重ねてお

話し申し上げながら、同じ地域に住むことでございますので、今後は表裏一体となった信頼関係を構築してい

かないと地域の発展はないという思いを強くしているところでございまして、私の誤解であれば、そのような

反論もいただければと思うわけでございます。 
 
［西尾議長］ 
  それでは本田委員、ご意見がありますか。 
 
［本田委員］ 
  ここで私がどうこう申し上げましても、かえって難しい問題になると思っております。結果は結果として厳

粛に受け止めなければいけないと思っております。それよりもむしろ、どこでまたご縁があるか分からないと

私自身は思っているところでございます。この先道州制といった問題もあろうかと思いますし、この地域がい

つまでも仲良くスクラムを組んでいくことが、出雲圏域の発展につながると確信しているところでございます。

ここで感情問題を出して、ああだこうだと言っても、この地域にとってプラスにならないと思っております。

斐川町がこういう形で決めた以上は、私たちはこれからその道を進んでいかなければならない、また、大きな

試練でもございます。そのためには、周辺のみなさま方のご理解とご協力なくしては出来ないと思っておりま

すし、地域の一員としてこの地域の発展のために尽くして参りたいと考えているところでございます。過去に

ついてあれこれ言っても、結果が出た以上はどうしようもないことでございますので、どう言い訳をしても出

来ないことでございます。私は、過去を振り返らず、結果を重く受け止めて町政を進めていきたいと考えてお

りますし、より一層みなさま方との信頼関係が崩れることのないように、地域住民のみなさまがお困りになら

ないように最大限の努力をしていかなければならないと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 
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［西尾議長］ 
  どうもありがとうございました。 
 
［荒木委員］ 
  その他事項ということでの萬代委員のご意見、また、本田委員のご発言でした。私も今回の結果につきまし

て、随分長らく時間をかけ、この法定協のみなさま方をはじめ住民のみなさま方が一緒になって新市を建設し

ていくという思いの中で、たくさんの人々、また、たくさんのエネルギーを使いながら今日に至ったというこ

とは間違いないということであります。結果として残念な思いはいたしますが、斐川町さんのご決断も選択肢

の１つとしてあるわけですから、それについて私は異存はない訳であります。これから斐川町さんにはしっか

りと足を踏ん張ってがんばって欲しいな、とエールを送っておきたいと思います。 
  ただ、法定協のこの責任ある委員として、協議会として責任を持って住民の期待を双肩に重みを感じながら

今日組み立ててきたにも関わらず、先ほど萬代委員からお話がございましたように、斐川町の住民投票につき

ましては、私どもはどうこう言いません。これは、手法として平田市さんも行われましたので、これについて

はコメントを差し控えたいと思います。民主的な手法だと思います。ただ、経過を見ますときに、残念ながら

色々な情報提供があったわけでありますが、斐川町の委員でいらっしゃいます安食委員・黒田委員の、まさに

法定協を逆手に取った行為、こうした行為は、私は、人として、人の道として信義にもとる行為であったと言

わざるを得ないと思います。そういう意味で、この法定協の責任、また、これに期待をする２市１郡の住民の

みなさま方の思いが何故こんなことになったのか、委員として本当に自分の使命を果たされたのかどうなのか、

私は真意を問いたいと思います。まさに今回の住民投票におけるみなさま方の行為は、信義にもとる行為であ

ったと言わざるを得ません。これから信頼関係を築いていくとおっしゃっても、なかなかそうはいかないだろ

うな、と思います。人間は生身であります。ましてや私どもは、行政責任のトップであります。トップとして

の責任、あるいは、今回のこの法定協でたくさんのみなさまが努力をされた中からのそうした行為については、

人の道として信義にもとる行為であったと思います。これについては、まさに残念至極でありました。 
  そうではございますが、結果はもう出したということでございますので、私ども佐田町といたしましても、

佐田町の委員としましても、これから一緒になってご相談をし、今後のあり方を決定していきたいと思ってお

ります。 
  終わりになりましたが、本当に会長をはじめ委員のみなさま方、本当にご苦労様でした。明日からまた気持

ちを切り替えて、いいまちづくりをしっかりとやっていきたいと思う次第であります。一言お話しさせていた

だきまして、私の所感なり、委員のみなさま方の労をねぎらいたいと思う次第であります。ありがとうござい

ました。 
 
［西尾議長］ 
  どうもすいませんでした。 
  その他のご発言はよろしゅうございますか。 
 
［濱崎委員］ 
  ただ今お二方のご意見がございましたが、私も同感でございます。特に萬代委員さんとは、４年前の平成 
１２年１月に、各市町議会で特別委員会を作って一緒にやろうということで努力して参った関係もございます。

あれから４年過ぎた訳でございます。従って、こういう結果になったことは、大変残念であるという思いは、

本当に同じ気持ちでいるところでございます。 
 そこで、この次がどういう形になるのかは分かりませんが、やはり、各市町の議会と執行部がきちんとした

考え方を持ってスタートしないと、再びこういったことを繰り返すのではないかと心配するわけでございます。

各市町で、２市４町でこうだ、というしっかりとした考え方を持たずに、途中で色々なことが出てきたりして

バラバラになるということではなく、各市町の議会の意見、執行部との共同意見がはっきりしていないとスタ

ートしてはいけないのではないかという気がしているわけでございます。このことをお願いしておきたいと思

います。 
 なお、お二方がおっしゃいましたので屋上屋を重ねても悪いのですが、新聞等のマスコミにそういったこと

が早く出て、例えば、私も今議会において、議会のみなさま、あるいは町民のみなさまに説明するという形で

申し上げましたが、新聞紙上に出ておりますように、斐川町の方では、自分たちの言ったことが通らなかった
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ということでした。しかし、我々は、小委員会や法定協で「あなた方の言うことはどうだ」というようなこと

を言った場面はなかったような気がしていまして、「斐川町の意見はこうなんだ」と、最後まで言っていただい

て、結果として法定協で決まったことは、誰もが一応相互に理解をしたということで決まっていたと思います。

特に議会制度については色々と意見が分かれました。あの頃から大変雲行きが怪しくなったという感じを持っ

ているわけであります。 
長く申し上げましても時間ばかり経ちますので、どうか次の法定協を立ち上げるときには、各市町がしっか

りとした考え方を持って、途中でぐらぐらしないような考え方を持って進んでいただきたいと思うわけであり

ます。ありがとうございました。 
 
［西尾議長］ 
  どうもご苦労様でした。 
 
［伊藤委員］ 
  先刻斐川町長からもごあいさつがあったわけでして、私はその言葉を信じていきたい、今日までも信じてき

ましたが、結果は残念な結果となりました。 
  そこで、斐川町長に一言提言をしたいと思います。私共も今後自戒していかなければいけないことの１つと

して、「過去を振り返らないで、今後を見据えていきます」ということは、誠に前進前進あるのみでいいようで

すが、この法定協における、あるいは合併協議における過去を省みないということまで総括しておっしゃった

とすると、私は残念の極みです。と申しますのは、具体のことは表現を割愛しますが、要は、合併して一体性

を欠くようなことはよろしくないということを自らおっしゃったのは本田町長でありました。私は、当事者と

しての説明はいたしましたが、反論をせずに収めました。しかし、（斐川町では）結果は一体性を欠く言動、ま

さに言葉だけではなく行為をされる結果となりました。そのことを省みないとおっしゃるとすると、「広域で今

後も一緒になってやっていかなければならない地域にありながら、本当にいいんですか」ということをお伺い

したいような疑念が残りました。誠に残念です。このことを一言申し述べて、今もお話がありますように、今

後２市４町になりましても、斐川町を含むこの地域は、一体性をもっていくべき事項が一杯あるはずです。そ

れらに齟齬を来たさないように、ひびが入らないように、一緒に行ける振り返るべき過去はしっかり振り返っ

て、確かめ合って、前進できるようにしたいということを提言しておきます。 
 
［本田委員］ 
  伊藤委員さんのご発言についてですが、説明・言葉が足りなかったことをまずお詫び申し上げたいと思いま

す。 
私が過去を振り返らないと申し上げましたのは、町内で色々な感情問題等がありまして、町内のことを指し

て言ったところでございます。そうしたものをいつまでも引きずっていては、我が町にとっては不幸であると

いうことですので、予めご了承いただきたいということと同時に、私は、この数年間ではございますが、積み

上げてきたこと、色々議論してきたことは、決して無駄にしたくないと思っております。それについては、町

内でもはっきり私は公の場で申し上げております。こうしたことを踏まえながら、活かしながら、これからの

まちづくりをしていかなければいけないということであり、勿論そのとおりであります。過去を振り返らない

と言ったのはそういう意味ですので、ご理解いただきたいと思っております。 
むしろ、逆にみなさま方に迷惑をかけることになったことについてお詫び申し上げ、この１年間ではござい

ましたが、色々と新市の構想を夢見て議論したこと、斐川町が単独町制を採っても、この地域の将来像は決し

て変わるものではないと思っているところでございます。もう１つ付け加えて申し上げますれば、議論を重ね

てきました新市の構想の形態は全く変わっていかないだろうと思っております。この地域で、斐川町が外れた

からといって新市の理念は全く変わるものではないと考えております。共々に協力し合っていかなければなら

ない、そうした面において斐川町は、みなさんにより一層のご理解とご指導とご協力をいただかないといけな

いと思っておりますので、今後も引き続いてよろしくお願いいたします。 
 
［西尾議長］ 
  色々とありがとうございました。 
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 ６ 閉会 
 
［柴田参与］ 
  それでは、西尾会長から閉会にあたりましてごあいさつをいただきたいと思います。 
 
［西尾会長］ 
この法定協は今月末で終わるわけでございます。まさに万感胸に迫るものがございます。 
私自身も、構成市町の市長・町長さん方も、そしてここにお集まりの４４人の委員のみなさま方も、後ろに

控えております合併協議会事務局の職員も、夜に日を接いで、涙と汗の中で足掛け３年間やってきました。つ

ごう８０回、私も本当に全てを尽くしました。岡委員さんと法定協で議論し合ったことがまざまざと蘇るよう

な心境でございます。 
この度の法定協で決めたことは厳粛なる合意事項です。「必ずやるんだ」という決意で臨んだわけでござい

ますが、斐川町における住民のみなさまの選択は、これもまた事実でございます。本当に残念でございますが、

こうなった以上、我々は、日本国の地域共同体としてそれぞれの置かれた道で粛々と堂々と更に前進という以

外にないと思うわけでございます。 
既にご承知のとおりと思いますが、来年度の国の予算を見ましても、地方交付税は６．５％の減です。臨時

対策債で行うにしても、これもなかなか難しいものがあります。そして、地方単独公共事業、投資は９．５％

の減です。まさにこの予告が既に総務省から参っているわけでございます。「団結すれば立ち上がる、分裂すれ

ば倒れる」ということで、この日、このごとく、我々は切磋琢磨してお互いがんばっていかなければならない

ことでございます。斐川町におかれては、自らの道を歩むということでございますが、厳しい道ではございま

すが、がんばっていただかなければならないと思います。また、「２市４町」の空気があるということを、市長・

町長さん方、みなさま方も念頭に置かれまして、今後の舞台をまたよろしくお願い申し上げるわけでございま

す。 
地域があって国があるのであり、国があって地域があるのではありません。「中国州」という話も昨日今日

の新聞に出ておりますけれども、この「出雲圏」「松江圏」といった都市圏域は、島根県が消えてもこれだけは

永遠に残るものでございます。そして、この形が永遠とは申しません。間違いなく更なる段階があるわけでご

ざいます。そういうことも将来の展望として持ちながら足元を固めていくということです。 
そして、「２市４町」の立ち上がりについても、市長・町長間では「２月には」という合意も取れていると

ころでございますが、関係市町における議会のみなさま方、住民のみなさま方のご理解・ご了解を得て、そう

いう方向になればと願って止みません。この度立ち上がれば、これは永久に決定だとお互いに確認し合いなが

ら、足場がぐらつかないようにしっかりと今度こそがんばっていくということをそれぞれ誓い合っていきたい

と思います。 
本当に委員のみなさま方、小委員会を含めて面倒をかけました。ありがとうございました。斐川町のみなさ

ま方の今後のご努力には厳しいものがあろうと思います。また、事務局のみなさん本当にありがとうございま

した。それでは、以上で私からのこの歴史的な２市５町の合併協議会の閉会にあたってのあいさつとさせてい

ただきます。ありがとうございました。 
 

 
以上 


